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 要  旨 
MST (Minimum Spanning Tree: 最小全域木)を用いた画像分割手法は、航空写真の分析、医用
画像処理、顔認識などの分野で応用されている。本研究では、高速で精度の高い近似 MST を作
成し、この近似 MST によるカラー画像分割技術の開発を目的としている。MST アプローチの特
徴としては、ディジタル画像に含まれているドットタイプノイズの影響を受けにくいことである。
また、木の枝重み和の最小化原理により、画像１枚に対して、唯一の解が得られるので、以降の
画像分割の基本として好適である。 
MST の従来手法としては、4 連結グラフの中の重みの小さいエッジを、ループが出来ないよう
に選出し、木を探索するクラスカル法が有名である。しかしクラスカル法の計算時間複雑度によ
って、グラフサイズが増大すると、計算時間が急激に増加するという問題点がある。そこで本研
究では、厳密な MST ではなく、近似 MST を求めることで、計算時間の高速化を計っている。グ
ラフの 4 連結性と MST の特性に着目し、現在 2 つの具体的な手法を提案している。 
1 つ目は、クラスカル法に基づき、二階層構造の近似法である。この方法によって、計算時間
がクラスカル法より 10~100 倍高速になり、その画像分割結果も良好である。但し、枝重み総和
は厳密な MST より 30%~40% 増加するという問題点は残った。 
2 つ目は、MST のループ特性(Cycle Property)を踏まえ、局所ループに着目した不要エッジの
事前除去を行うことによる近似法である。そして、不要枝を除去した後、残るループを削除する
ために、幅優先探索法(BFS)、深さ優先探索法(DFS)と枝重み優先探索法(LWFS)などを用いて、
近似 MST を求める。局所ループに着目した不要エッジ事前除去法によって、計算時間がクラス
カル法より 10~40 倍高速になり、その画像分割結果も良好である。但し、枝重み総和は厳密な
MST より 5%~15% 増加するという問題点は残った。 
実験の結果は、2 つの手法はいずれもクラスカル法の計算時間を大幅に削減でき、画像分割精
度も MST のものに近いことを示した。 
 
